
４月１７日（土）～５月９日（日）
常設展示室上杉文華館

６月２６日（土）～７月１日（木）
企画展示室

　開場25周年を迎えた国立能楽堂が収集した貴重な資
料を一堂に披露する初の機会です。能・狂言面、装束、
楽器、絵画、文献資料など約１８０点を展示し、ユネスコ
『世界無形遺産』として認められた日本美の結晶を紹介
いたします。
　また、江戸時代、能楽を積極的に普及した米沢藩主上
杉家に伝わった衣装と能面も特別展示します。「幽玄」と
いう独特な美意識をもつ能の世界と軽妙な「笑い」を基
調とした狂言の世界を堪能していただきたいと願うもの
です。



「タペストリー　温故知新」
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和布で紡ぐ日本のこころ

　世の中は、戦国ブーム、歴女ブームなどと称され、「天地人
博２００９」は好評でした。その継続性と直江兼続の
生誕４５０年を記念して、上杉景勝と直江兼続主従と、同時
代の大名家を紹介します。大名家の発生や主君と家臣団の
関係はその家ごとに異なりますが、それらを知ることにより
戦国時代から江戸時代への歴史の流れをより理解すること
ができます。諸大名家関連資料を紹介することで、上杉家や
景勝・兼続主従をさらに深く知る機会にしたいと思います。
（6/26～7/1 洛中洛外図屏風原本展示）

　針仕事は昔から女性の手仕事と
して、暮らしの中に息づいてきま
した。「縫う」「刺す」「接ぐ」
という行為には、ものを大切にし
て繰り返し使う「繕う」という精
神があります。この展覧会では暮
らしの中の手仕事から無限のデザ
インを一針一針に込められた精神
とともに「母の手仕事」の視点で
紹介します。
　また、近年活躍する刺し子やパ
ッチワークキルト作家の伝統を生
かしながら創意溢れる作品も展示
します。

 江戸時代、能楽は幕府と
諸大名を結びつける役割
を果たし、諸大名にとっ
ては、欠かすことのでき
ない教養でした。米沢藩
でも歴代藩主が能楽をた
しなみ、中でも四代藩主
上杉綱憲は能楽に積極的
でした。米沢城二の丸で
行われた能楽を一般庶民
に自由にみせたという記
録もあります。「国立能
楽堂コレクション展」の
開催にあわせ、上杉家に
伝来していた衣装と能面
の特別展示を同時開催い
たします。



狂言ワークショップ
4/18(日) 13:00小学生親子／15:30中学生以上　　　 

大人の鑑賞の時間「能・狂言に大接近！」高校生以上
4/23(金）19：00　

囃子ワークショップ「能の楽器たち」
5/9(日) 13:00小学3〜6年親子／15:00高校生以上

「針に思いを込めて－刺し子入門－」
7/25（日）～5回シリーズ

夏休み企画　海のモビールをつくろう！
8/11(水) 13：30

（4/23はお休み）

　色部氏は、鎌倉時代初期に、新潟県の北部岩船郡神林村

に入部し、慶長3年（1598）上杉景勝の会津移封まで領主と

して居住しました。本資料はその色部氏の庶家に伝来した

ものです。上杉家記録編纂所総裁や財団法人米沢図書館長

をつとめた郷土史家伊佐早謙が編纂した『読史堂史料』

（米沢市上杉博物館所蔵）に色部達彦氏所蔵文書として採

録されています。これより、一部が『越後国人領主色部氏

史料集』（神林村教育委員会発行・1979）において活字化

されていましたが、本資料はその原本です。１巻に以下の

７通の文書が貼り込まれています。

（１）正安元年（1299）５月12日　関東下知状
（２）元徳３年（1331）３月25日　色部長倫屋敷避状
（３）寛文11年（1671）４月25日　源某軍勢催促状写
（４）暦応４年（1341）正月10日　伊予守某軍勢催促状
（５）至徳４年（1387）４月25日　色部氏長所領請取状
（６）天正11年（1583）７月12日　上杉景勝書状
（７）天正15年（1587）６月13日　伊達政宗書状　

　米沢藩侍組の高梨家とは別系統の与板組に属した高梨家

に伝来した文書群。源頼朝、源義仲、北条高時の発給文書

が各1点、長尾為景の文書4点、長尾景虎の文書1点、上杉

景勝の文書3点、直江氏（実綱、兼信、兼続）の文書4点、

（長尾？）景永の文書1点の総計16点が1巻に貼り込まれて

います。中世、戦国期の感状が主で、高梨氏の由緒や武功

を称えたものとなっています。しかし、研究の成果によ

り、これらの文書は、家の由緒を示すために江戸時代初期

に作り出されたものと考えられます。特に景虎、景勝、直

江兼続のものは正文と思わせる精巧な文書で、『上杉家御

年譜』に採録されているものもあります。従って、文書自

体の価値は失われますが、当時の武家社会を知ることので

きる歴史資料としての価値を有します。

いろべし こもんじょしゅう たかなしもんじょ

博物館では学校へのさまざまな出前授業も行います。
お気軽にご相談ください。



■能・狂言の実演
「おもてなしの舞・謡」
　①4月17日(土)13:00～
　②5月15日(土)13:00～
「能狂言さくらに舞う会」
　5月2日(日)　時間未定
■募集制ワークショップ
「狂言ワークショップ」
　4月18日(日)
　①13:00～15:00小学生親子20名程度　　　　　　　　 
　②15:30～17:30中学生以上20名程度
「囃子(はやし)ワークショップ」
　5月9日(日)
　①13:00～14:00小3～6親子30名程度
　②15:00～17:00中学生以上30名程度
　申込みを受付中。いずれも無料です。
　定員になり次第締切。

１ ６/２６(土)末永尚史グループ　
仙台を拠点に活躍する若きピアニスト末永尚史。東北大学モ
ダンジャズ研究会時代からプロ活動を開始。乞うご期待！
チケット：一般発売　4/22(木)　FC会員先行予約　4/14（水）

２ 日時未定 渋江光晴グループ
山形を拠点に東京・仙台でも活躍する渋江光晴と共に、関西
から期待のヴォーカリストが登場します！

東保光六重奏団

 「金碧天地響　
　～連続する金地金雲の響き」

きん   ぺき　てん　  ち   きょう 

「金の屏風、金の筒」
  Biombo Special Saxophone Quartet

「JAZZ LIVE on 洛中洛外図屏風」
  OHKUCHI JAZZ TRIO

■ライブシリーズ「4つの扉」共通情報■
入場料：全席自由　一般2,000円　学生1,000円(当日各500円増)
　　　　4回シリーズ券（限定50枚） 7,200円　FC会員6,000円
　　　　(学生はありません)
※未就学児の入場はご遠慮ください
プレイガイド　伝国の杜、大沼米沢店、米沢サティ、
              米沢楽器店、音楽Azm舘

　東京芸大卒の４人。ソプラノ〜バリトンまで金銀銅のサック
スを使って、ソロも四重奏も欲張りにお届けします。バッハか
ら日本歌曲、僕のオリジナル曲まで、サクソフォーンを通して
音楽を楽しむ、というのがポイントです。(鈴木広志)

※第４弾は10/29(金)に開催します。



舞台裏体験ワークショップ

客席からは見るこ
とのできない舞台
裏の風景を体験し
てみませんか？

参加費：一人500円
申込方法：6月3日(木)
から電話で申込受付

サーカス・アコースティック
コンサート“Heart to Heart”

三遊亭円楽襲名記念

円楽たい平二人会
開場18:00　開演18:30
全席指定　3,500円（当日4,000円）
一般発売　5/20（木）
 FC会員先行予約　5/12（水）
プレイガイド　大沼米沢店、米沢サティ、伝国の杜

開場18:30　開演19:00
全席指定　5,000円（当日5,500円）
一般発売　5/6（木）
 FC会員先行予約　4/28（水）
プレイガイド　大沼米沢店、米沢サティ、
 米沢楽器店、音楽Azm舘、伝国の杜

楽太郎改め六代目を襲名された三遊亭円
楽師匠と、明るく元気な林家伝統のサー
ビス精神で大人気のたい平師匠。ご家族
やご友人とぜひお出かけ下さい。託児サ
ービスもあります。

8/18
   (水)

8/4
  (水)

　山形県内各地で謡や仕舞といった能楽
を愛好するアマチュアが、流派を越えて
一堂に会し、日頃の稽古の成果を披露し
ます。謡、仕舞、舞囃子のほか「伝国の
杜こども狂言クラブ」による小舞・狂言
など、「能楽」の世界を気軽にのぞきに

おでかけくだ
さい。

開演時刻等は未定 入場無料(整理券なし)

　屋内外で吹奏楽サウンドが鳴り響き、
演奏者とお客様が一緒に楽しむことので
きるコンサートです。この日のために結
成する合同バンドも含め置賜一円から集

う演奏者は、学生か
ら大人まで編成や年
齢も実にさまざま。
ポップスのアレンジ
ほか吹奏楽の魅力を
存分にお楽しみいた
だけます。プログラ
ムは 9 月中旬の発表
予定です。

おきたまの秋空に響け！

吹奏楽の日コンサート
平成22年度

山形県能楽の祭典
世界にただひとつ！
空気浮上式移動能舞台の公開説明会

見学時間：14：00〜
　　　　 15：30
　　　　（予定）

1978年「Mr.サマータイム」でデビュー。群を抜いた
個々の歌唱力と、洗練された完成度の高いハー
モニーは勿論、ハートウォームなトークも魅力。
2001年10月以来の再登場です。おたのしみに！

10/29(金)　屏風ライブシリーズ 「4つの扉」第4弾(小林武文produce)

                「屏風から 聴こえてくる音 琴鼓n' 管」

12/2(木)　田部京子ピアノリサイタル

1/30(日)　親子でたのしむ音楽会

2月上旬　「音の絵本」コンサート

　　　　　　 ～コレクション展「美術の見方案内所」によせて～

　5月2日「さくらに舞う会」で能「鶴亀」アイ狂言に

チャレンジ。初めて米沢金剛会さんと共演予定です。

　9月12日「能楽の祭典」に向けても稽古を重ねてい

きます！地域の皆様の応援よろしくお願いします。

　能舞台をホールへ移動させる作業の様
子。普段は見る機会の少ない“動く能舞
台”の裏側をお見せします！（申込は不
要です）
(9/23 ～ 26 エントランスホールにおい
て郷土の作家 桜井祐一のブロンズ作品
を展示予定 )



　当初見込みの20万人を大きく上回るお客様をお迎えし、

大盛況のうちに終了することができました。連休などは非

常に混雑したことでご迷惑をおかけしてしまった点も多々

ありましたが、職員もまたとない貴重な体験をさせて頂く

ことができたと思います。ご来場誠にありがとうございま

した。

　大活躍だったかねたん・
かげっちさま・おせんちゃ
んの３人。これからも土日
中心に伝国の杜に登場して
くれる予定です。
登場スケジュールはホーム
ページ等でご確認ください
ね。

　天地人博開催を記念し、直江兼
続の実像やその生きた時代などに
ついて、より深く理解していただ
くため４回の講演会を開催しまし
た。おかげさまで毎回ほぼ満席で
した。参加者はそれぞれの分野を
代表する講師のお話に熱心に耳を
傾けていました。

　人間国宝・野村万作は、悪
知恵ばかり働くため棒に縛られ
留守を任される役。工夫を凝ら
して酒を盗み飲み叱られてしまう
姿を人間味あふれる魅力で演
じ、客席からは笑い声とともに
温かな拍手が送られました。

　落語家の春風亭昇太が初登
場。当日は大雪の中、遠方から
も多くのお客様をお迎えして会場
は大盛り上がり。落語と江戸曲
独楽のパフォーマンスもあわせ
て寄席演芸の楽しみを満喫した
会となりました。

　展示室が暗く、資料が見えにくい

時があります。また、上杉本洛中洛

外図屏風の本物が決まった期間

しか見られないのはなぜですか？

　博物館資料の中には光に弱い性質のものが多くあります。特
に紙資料は強い光を当てると劣化を早めます。保存のために照
度を落としており、お客様にはご不便をおかけいたしますがご
理解とご協力をお願いいたします。また、洛中洛外図屏風は国
宝に指定されているため、保存の観点から国が示す展示期間の
基準(年間60日)を守って毎年展示を行っています。

演奏：鈴木広志group
[鈴木広志（Sax, Fl, Cl）大口俊輔（Pf, Accordion）
　　　　　東保光（Contrabass）小林武文（Drum）]
作曲：鈴木広志,大口俊輔,東保光,小林武文,大場陽子
販売価格：2,000円(税込)
発売日：平成22年3月14日　

発売元：BIOMBO RECORD／(財)米沢上杉文化振興財団
　　　　YOCB-0001

　平成22年3月14日に初演された5人の音楽家による
音楽がＣＤになりました！今年1月、メンバーが米沢に
滞在し、コンサートを行ったのと同じ伝国の杜のホー
ルで録音されました。室町の絵師に平成の音楽家が
挑んだ、前代未聞のコラボレーション、宮村泰朗氏デ
ザインによる素敵なジャケットもぜひご覧ください！

かねたんホームページ



静山庵　表千家

　　　　鹿又宗花先生　

１号室　裏千家

　　　　萬世宗美先生

２号室　玉川遠州流

　　　　佐藤森隨先生

※静山庵は拝見のみと

　なります

日本の音～琵琶～

　舞台やＣＭなどで役者として
活躍したあと、日本の音に惹
かれ、薩摩琵琶を鶴田流岩佐
鶴丈に師事。猛 し々いイメージ
のある薩摩琵琶を美しく弾き語
り、数々の演奏会に出演。そ
の魅力を広めています。
奏者と客席の距離が近く木の
温もりが漂う会場の雰囲気とと
もにお楽しみください。

　平成21年に米沢市に寄贈された「河童洞」郷土玩具コレクシ
ョンを展示します。郷土玩具の魅力に触れ、誰もが目にしたこ
とがありながら、あまり知られていない楽しい世界を紹介し
ます。

・会員証の提示で米沢市上杉博物館の常設展示室・企画展示室に何度でも自由に入館できます。
　(同伴者１人は団体割引で入館)
・置賜文化ホール自主事業チケットの先行予約・割引販売(会員１人につき２枚まで・一部公演のぞく)
・「伝国の杜だより」、ファンクラブ会報他、催事案内の送付（年５回程度）
・ファンクラブ会員向けの講座・イベントへの参加（年２回程度）
・ミュージアムショップで展覧会図録・オリジナル商品５％割引
・ミュージアムカフェでの１０％割引(同伴者３人まで)



株式会社  カワサキ印刷

4/17(土)おもてなしの舞・謡①

5/2(日)能狂言さくらに舞う会
5/15(土)おもてなしの舞・謡②

5/19(水)
屏風ライブシリーズ「4つの扉」①
OHKUCHI JAZZ TRIO

6/11(金)　
屏風ライブシリーズ「4つの扉」②
東保光六重奏団
6/26(土)Jazz Café live 1
　　　  〜末永尚史グループ〜

8/1(日)　
舞台裏体験ワークショップ①②
8/4(水)　
サーカス・アコースティックコンサート
8/18(水)　
三遊亭円楽襲名記念「円楽たい平二人会」

9/3(金)　
屏風ライブシリーズ「4つの扉」③
Biombo Special Saxophone Quartet

9/12(日)山形県能楽の祭典
9/22(水)空気浮上式移動能舞台
 公開説明会
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こども狂言クラブ

〈６/２６～７/１〉
 国宝 上杉本洛中洛外図屏風 原本展示


